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　貴台におかれましては、 平素より同和問題をはじめとするあらゆる人権問題の早
期完全解決を図るために、各種施策を講じていただき厚く感謝を申し上げます。
　さて、３３年間に渡り続けられてきました同和対策の特別措置法が平成１４年３
月に失効しましたが、再び、 同和問題に特化しました 「部落差別の解消の推進に関
する法律」が平成２８年１２月に成立しました。
　先般、この法律の第６条に規定する部落差別の実態調査が実施され、 昨年６月
に調査結果が公表されましたが、 私どもが主張する 「今や同和問題は完全に解決
の過程にある」ことが証明されました。
私どもは、この法律を拡大解釈することなく有効活用することで完全解決に繋
げていきたいと思いますが、この 「部落差別の解消の推進に関する法律」、「ヘイ
トスピーチ解消法」 本年６月に成立しました 「LGBT 理解増進法」 いずれの法律に
も人権が侵害された場合の被害者の実効性のある救済措置は明記されておらず、
平成２８年４月に施行された 「障害者差別解消法」では既存の機関を活用すると
されており、また、「男女共同参画基本法」の条文には、人権が侵害された場合
における被害者の救済を図るために必要な措置を講じるようとの記載があります
が、「人権擁護法案」が成立する前提であったことで実現には至っていません。
　一方、国連の規約人権委員会、女子差別撤廃委員会、 人種差別撤廃委員会など
からも、国内人権機構の設置が幾度も勧告が出されていますし、 平成２９年７月に
人種差別撤廃委員会へ提出された政府の第１０回 ・１１回の報告に対しても、平成
３０年８月に審査があり、 その結果の総括所見が同月に採択されましたが、 同じ内
容の勧告がされました。
　この総括所見の勧告に対して政府は令和元年９月に、 「人権救済制度の在り方に
ついては、これまでなされてきた議論の状況をも踏まえ、引き続き適切に検討して
いる。 なお、 従前から、人権擁護に携わる行政機関として法務省に人権擁護局が
設けられており、 その下部機関として、法務局人権擁護部 （全国８箇所）、地方法
務局人権擁護課（全国４２箇所）及びこれらの支局（全国２６１箇所）が設けられ
ている。 さらに、法務省では、全国で約 14,000 人の法務大臣が委嘱した民間ボラ
ンティアである人権擁護委員と協力して、 人権啓発活動、人権相談及び人権侵犯事
件の調査救済といった人権擁護活動を行っている」とコメントを提出しているが、
法律でもない訓令の「人権侵犯事件調査処理規定」 を持ち出しての苦しい言い訳
をしています。
　また、平成２６年１月に批准書を寄託したことで同年２月１９日から「障害者権利
条約」 の効力が発生していて、この条約にも「条約の実施を促進し、 保護し、 及
び監視するための国内機構を設置する」 条項があり、他の条約と同じように実施状
況を国連へ報告する義務があります。
その第 1回の報告を平成２８年６月に提出されていますが、国連から令和元年１０
月にこの報告に対し、３４項目の質問が出され、その中でパリ原則に従った独立し
た人権監視の仕組みを設立するためにとられた措置についての情報提供が求められ
ていましたので、勧告されることは予想されましたが、新型コロナウイルスのまん延
から遅れていた審査が昨年の８月２２日・２３日にスイス・ジュネーブの国際連合に
て行われ、総括所見が９月２日の第６１１回会合において採択され、 やはりパリ原則
に基づく国内人権機関の設置が勧告されました。
　これらのことを勘案すれば、パリ原則に準じた簡易・迅速・柔軟に人権救済を
図る目的の国家行政組織法の第３条委員会としての「人権委員会」 の設置を中心と
する、 平成１４年の第１５４回国会に閣法として提出された「人権擁護法案」 を大
胆に見直し、一日も早い成立を図り、国内人権機構としての「人権委員会」が設
置されますようご尽力を賜りたくお願い申し上げます。
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自由民主党・幹事長
衆議院議員　茂木 敏充　様

自由同和会中央本部
会 長 　川 上 髙 幸

同和問題の早期完全解決にむけた要望書

講師 （一社）LGBT理解増進会代表理事 繁内　幸治氏

●シンポジウム テーマ
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上田藤兵衛中央本部副会長開会あいさつ

川上高幸中央本部会長あいさつ

稲田朋美幹事長代行のごあいさつ
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大阪府インターネット上の誹謗中傷・トラブル相談窓口

「ネットハーモニー」が開設されました。

対　　象 大阪府内に在住、在勤、在学されている方やその親族の方等

「ネットハーモニー」は、インターネット上の誹謗中傷やトラブルに関して幅広く相談を受け付
ける、大阪府からの委託により一般財団法人大阪府人権協会が運営している無料相談窓口
です。相談はLINE、電話で簡単にできます。

インターネット上で人権を侵害された

ひとりで悩まず、まずは本窓口にご相談してください。

相談日時 ◆LINE・電話
　月曜日から土曜日…16時～ 22時
　第２日曜日…………13時～ 18時
◆メール・FAX・手紙……常時受付

◆面接・弁護士等専門家への無料相談
※LINE・電話等にて事前予約

電話番号：06-6760-4013　
　FAX 番号：06-6760-4014

差別と思われる表現があった

誹謗中傷が書き込まれた 相談先がわからなくて困っている

令和５年度幹部研修会 祝電
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